
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

食事介助の方法と食形態、口腔ケアの方法について中村先生と藤原先生による演習と講義が行われた。

食事介助の方法については、ペアとなって様々な条件下で弁当をお互いに食べさせるという演習を通し

て、正しい嚥下が行われる際の舌の動きや食べやすい姿勢、食事の進め方について講義が行われた。食

事介助者の立ち位置や介助方法、力の入れ方、情報提示の仕方など、講義と演習を通してわかりやすい

学習が展開されていった。また食形態については、とろみ剤の割合によって水分がどの程度の粘度へと

変化し、飲み込みやすさに与える影響について体感する演習が行われた。 

また、午後からは歯科衛生士の観点から原先生が口腔ケ

アの方法を演習し、スポンジブラシを用いた保清技術や、

唾液の分泌を促すような技術が紹介された。薬剤の影響

として、意識レベルの低下や唾液分泌能の低下、運動機

能障害、粘膜障害が提示され、適切な管理方法が伝達さ

れた。服薬支援として製剤の選択やポジショニング、簡

易懸濁法についての紹介と演習が行われた。 

認知障害や摂食嚥下障害を抱える人々が、安全においしく食事を摂取できるために必要なケアについて、

明日からの実践に取り入れて行けるようになることを目的として、講義や演習を取り混ぜながら様々な

知識を織り交ぜて参加者に学習してもらった。 

平成 30 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【認知症を抱える方のための食事支援】 

日 程: 平成 30 年 9 月 2日（日）9:45～16:00 

受講者数:10 名 

会 場：兵庫県立大学明石看護キャンパス 

講 師: 中村 清子 草津病院 摂食・嚥下障害認定看護師 

藤原 美保 三菱神戸病院 看護師 

原 久美子 神戸常盤大学短期大学部教授 

坂下 玲子 兵庫県立大学看護学部教授 

 


